
 

 

 

 

 

 

  三者懇談を終え、私立受験校を決定し、その先の公立受検校の目標を定め、より一層気が引き締まったことだ

と思います。私立入試まであと１カ月ちょっととなりました。本番では、持っている力の 100％を出し切ること

が大切です。力を出し切るために、日ごろから準備（勉強）を十分に行い、自信を持って挑める状態にしましょ

う。17日間の冬休みは、学習時間と学習内容にこだわって、自分の弱い心に負けず、強い意志を持って取り組め

ることだと信じています。時間の三点固定（起床時間・勉強開始時間・就寝時間）を意識して、さらに体調管理

も行い、元気に冬休みを乗り切りましょう。新学期に、笑顔あふれるみんなの顔を見られることを楽しみにして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年学年通信 

第 15 号 

12 月 20 日 

～勝負の冬休み～ 学習内容＆学習時間、やり切ろう！！ 

保護者の方へ   

私立一般入試についての確認 

～Ｗｅｂ出願の学校～ 

12月 22日(金)までに内容確認書を返却します。各学校の手続き（検定料の納入など）を行ってください。 

なお、金沢龍谷と鵬学園を受験する人は、受験票を１月９日（火）に学校へ提出してください。 

～紙の願書による出願の学校～（北陸学院・小松大谷）を受験する場合 

12月 19日(火)に願書を持ち帰りました。金融機関の窓口で検定料の振り込みを行ってください。 

1月 9日(火)までに中学校へ領収印の押されている願書を提出してください。期限厳守でお願いします。 

ご注意 

年末年始になりますので、金融機関の営業日・営業時間をご確認ください。また、検定料納入の領収印が

あることをご確認ください。 

１月９日（火）の予定 

始業式＋月３４５＋競書会、そうじ 

持ち物：クロームブック、習字道具 

提出物 

○私立一般入試用願書（北陸学院・小松大谷） 

～Web出願の高校～ 

○金沢龍谷：「入学願書」と「受験票」を切り離して、「入学願書」のみ提出 

○鵬学園：Web出願後、願書及び受検票を提出 

 

 

 
１月１０日（水）の予定 

第３回総合テスト（国理英社数） ＊テスト日課１限開始 8:30 

持ち物：コンパス・定規・えんぴつ数本・筆記用具 

提出物 

・冬休みの課題（新研究ノート５教科） 

～入試本番に向けて～ 

1. 強化すべき教科と優先順をつける 

あと 1カ月ほどで私立入試です。どの教科のどの 

分野に力を入れて学習するか考えてみましょう。 

2. 朝型の生活習慣 

夜型の生活から朝型の生活へ戻していきましょう。冬

休みからぜひ実践して、朝スッキリと目覚め、脳を活性

化させる練習をしましょう。 

３. 体調管理 

インフルエンザの流行期となっています。十分に気を

付けましょう。感染対策等も行いましょう。 

※冬休みの学習について 

・私立高校の過去問に取り組む 

・第 3 回総合テストの範囲の各教科ワーク

に取り組む 

・面接や作文がある場合、練習を行う 

 

 

 

 



1 月予定 （予定が変更になる場合もあります） 

～校長黒板より～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※私立推薦入試（ 1/6 小松大谷 1/13 遊学館、金沢学院、北陸学院、金沢龍谷、鵬学園 1/14 金沢、星稜、日本航空石川 ） 

 

月 火 水 木 金 土 日 

８ 

成人の日 

９ そうじ○ 

始業式＋月 345

＋競書会[56限] 

◆朝の全員挨拶運動 

◆家庭学習の日 

１０ そうじ× 

遅刻０の日  

第 3回総合テスト 

[国理英社数] 

１１ 

そうじ○ 

1２  

そうじ× 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

いじめアンケート 

１６ 

 

１７ 

◆家庭学習の日 

１８ 

生徒会委員会 

１９ そうじ× 

B日課 

遅刻０の日 

２０ ２１ 

２２ 

 

２３ 

いしかわ学校読書の日 

２４ 

 

２５ 

 

２６   

そうじ× 

２７ ２８ 

２９   

◆朝の全員挨拶運動 

３０ 

遅刻０の日 

公立推薦入試 

３１ 

水１２３５ 

終礼 13:05～1３:1５ 

２/1 

私立一般入試 

2/2 

 

2/3 

 

2/4 

人生における成功を、何になるかに求める人は多い。 

 しかし、これになれたら成功、幸せなどという職業は存在しない。 

 なぜなら、成功は職業についてくるものではなく、人についてくるものだからだ。 

 何になるかを目標にしても成功を収めることはできない。 

 まず真剣に考えなければならないのは、どんな人間になりたいのかである。 

 自らの理想とする人間像を追求することによって、驚くほど強い意志の力を人間は身につけることができ、

その過程の中で自らの進むべき道を自然と見出し、何をやるべきかということは自ずと決まってくる。 

 大切なのはそのときに何をやっているかではない。最終的にどのような職業に就いていようとも、その目標

とする人間像が成功するに足る素晴らしい人間像で、そこに向かって日々努力する限り、成功は約束され 

ているのである。 


